
 

 

 

 

 

 

 

 

 

校 長  上 野 仁 子 

 

例年にない暖かさが続いた秋ですが、少しずつ風が冷たくなり冬の訪れを感じるようになってきました。あやめっ子は、

寒さに負けない元気な子供たちです。休み時間は、外で元気にドッジボールやサッカー、そしてブランコや鬼ごっこ等で

遊んでいます。 

先日はご多用の中、学習発表会にお越しいただきありがとうございました。４年ぶりに制限のない、そして異学年での

見合いも再開した形での実施でしたが、子供たちの一生懸命発表する姿を見ていただけたことと思います。 

また、ＡＳＰの皆様のご尽力のおかげで、子供たちが大変楽しみにしていた「あやめっ子フェスティバル」も、４年ぶりに

盛大に行うことができました。工夫を凝らしたゲームや工作に、子供たちは大喜びでした。本校のマスコット、「あやめちゃ

ん」や「だいごろうくん」そして「    」も登場をし、フェスティバルを盛り上げてくれました。改めまして、ご尽力・ご協力い

ただきました皆様に、感謝申し上げます。 

今年も早いもので、いよいよ１２月を迎えます。寒さや空気の乾燥に伴い、インフルエンザやコロナなどの感染症が心

配な時期を迎えます。学校では、今後もこまめな手洗いや換気に努め、感染予防を行っていきます。お子さんの体調にご

心配があるときは、無理をせず早めにゆっくり休むなどしてください。ご不安な点等ございましたら、いつでもご相談くだ

さい。 

  

個人面談にお越しください！ 

１２月には、今年度２回目の「個人面談」が予定されています。個人面談は、限られた時間ではありますが、担任と保護

者の皆様が個別にお子様について情報交換ができる貴重な機会です。希望制とはなっておりますが、ぜひ担任と保護者

の皆様がお子様の学校と家庭での様子について情報交換をし、今後のより良い支援につなげていけるよう積極的なご

参加をお願いいたします。 

 

ランチルーム給食を再開しました！ 

 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止していたランチルーム給食を約４年

ぶりに再開しました。ランチルーム給食では、学校栄養士の   先生の話により、正しい

栄養のとり方や食事のマナーを身に付けること、普段とは異なる環境で楽しい雰囲気

の中で食事をすることにより、豊かな人間関係を育てることを目的としています。子供

たちは、グループごとに会話を交えながら、笑顔いっぱいで会食を楽しみました。また、

学級担任以外の職員も子供たちと一緒に会食しました。 
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１２月の主な行事予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 書き初めに挑戦します！  

 ３年生以上の児童は今年も書

き初めの学習に取り組みます。12

月   日には  先生をお招きして

の書き初め指導も行われます。 

各学年の学年だよりでお知ら

せしております用具の準備をよろ

しくお願いいたします。 

子供たちの体調管理へのご協力

をお願いいたします 

11 月中旬より朝夕や日ごとの

気温差が大きくなり、体調を崩し

やすい気候が続いております。あ

やめ台小の近隣校では、インフル

エンザ等による学級・学年閉鎖も

見られます。本校の子供たちも風

邪症状等でお休みしたり、登校後

発熱により早退したりすることが

増えてきています。学校では、健康

観察の徹底、手洗いの励行と換

気を行い、感染症等の対策を行っ

ています。ご家庭でも、朝の健康

観察を行っていただき、体調が優

れない場合には無理をせず、早め

に休養をとるようにするなど、お子

さんの体調管理にご協力をお願

いいたします。 

12月のスクールカウンセラーの勤

務日について 

 12月の SCの勤務日は以下の

ようになります。 

日・  日…午前  

日・  日…午後  

 よろしくお願いいたします。 

12 月 27 日から 1 月 4 日は学校閉庁日です 

 閉庁日は原則職員不在となります。閉庁期間中の連絡先など年末年始の対応について詳しくは後日

お知らせいたします。 

１２月４日（月）～10 日（日）は人権週間です！ 
 人権週間・人権デーは、人権を大切にする考え方を広める活動を展開することが目的です。学校でも、

人権について話をしたり、あいさつ運動、ふれあい活動等を通したりして、子供たちの心を育み、人権感覚

（人権が守られていることを感知し、これを望ましいと感じ、反対に人権が侵害されている状態を感知し、こ

れを許せないとする感覚）を磨いていきたいと思います。  

児童の安全確保の観点から、

ホームページでは掲載して

おりません。 


